
平成22年

№ 551
6

町の人口 平成22年5月1日現在　男3,317人 女3,457人 計6,774人 世帯数2,276戸 4月との比較 人口△22人 世帯数 0戸 人のうごき 出生 6 人 死亡13人

昨年度、経営体育成基盤整備事
業により広大なほ場が整備された
倉村地区。整備後初めて田植えの
時期を迎えました。
　 5月22日、認定農業者（担い手）
の一人である湯田栄喜さん（倉村）
は、秋の大きな実りを願いながら、
同地区でも最大級（約1.2㌶）の
水田に苗を植えました。　

大規模ほ場整備後
初めての田植え

1.2㌶の水田で田植えを行う湯田さん



守
ろ
う
！
美
し
い
水
環
境

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
使
用
者
の
義
務
で
す

!"

私
た
ち
は
、
水
道
か
ら
簡
単
に

水
を
利
用
で
き
ま
す
。
炊
事
や
洗

濯
、
風
呂
、
洗
面
な
ど
に
よ
る
排

水
（
生
活
雑
排
水
）
と
ト
イ
レ
の

排
水
は「
生
活
排
水
」と
呼
ば
れ
、

私
た
ち
は
毎
日
絶
え
ず
生
活
排
水

を
排
出
し
て
い
ま
す
。

排
出
さ
れ
た
生
活
排
水
は
、
側

溝
や
身
近
な
小
さ
な
川
か
ら
大
き

な
川
に
流
れ
、
や
が
て
海
へ
そ
そ

ぎ
こ
み
ま
す
。

水
の
循
環
の
中
で
重
要
な
の
は

家
庭
で
使
っ
た
水
を
き
れ
い
に
し

て
か
ら
川
や
海
に
戻
す
こ
と
。
生

活
排
水
を
き
れ
い
に
す
る
「
浄
化

槽
」
は
水
環
境
を
守
る
上
で
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
。

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
に
よ

り
汚
水
を
浄
化
す
る
施
設
で
あ
り

「
生
き
も
の
」
で
す
。
生
き
も
の

で
あ
る
浄
化
槽
が
本
来
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
適

正
な
維
持
管
理
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

浄化槽の点検、清掃、法定検査（第 7条・第11条検査）の流れ

第７条検査
設置後の
水質検査

保守点検
点検・保守
・修理　　

清　掃
汚泥の　　
引き出し等

第11条検査

定期検査

使用開始後
３～８か月以内

工事が適正に行
われ、浄化槽が
本来の機能を発
揮しているか否
かを確認

環境省令で定め
る回数（毎年）

浄化槽の機能を
維持させるもの
※浄化槽を設置した
際には、まず使用
開始直前の保守点
検を受ける必要が
あります。

毎年１回

浄化槽の機能を
回復させるもの

毎年１回

保守点検及び清
掃が適正に実施
され、浄化槽の
機能が正常に維
持されているか
否かを確認

指定検査機関
が実施　　　

浄化槽管理士
又は

保守点検業者
が実施　　　

清掃業者が実施
指定検査機関
が実施　　　

一般家庭に設置されている10人槽以下の合併処理浄化槽については、指定検査機関からの
委託を受けている保守点検業者でも11条検査（ＢＯＤ測定）を実施することができます。

ＢＯＤとは？
B iochemical
Oxygen
Demand
（生物化学的酸素要求量）

水中の微生物は、酸素を
取り込み有機物を分解し
て水をきれいにしていま
す。ＢＯＤはこの時に微
生物が必要とする酸素の
量でこの数値が大きいほ
ど水は汚れています。

こ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
管
理
者

（
使
用
者
）
に
は
、
浄
化
槽
の
保

守
点
検
及
び
清
掃
の
実
施
と
は
別

に
、
浄
化
槽
法
に
基
づ
き
指
定
検

査
機
関
が
行
う
法
定
検
査
の
受
検

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

10人槽以下の合併処理浄化槽の
浄化槽法第11条検査（ＢＯＤ測定）について

浄化槽の設置・撤去に補助金を交付します

　10人槽以下の合併処理浄化槽においては、毎年 1回定期
的に行う11条検査の実施項目に浄化槽の放流水について行
うＢＯＤ測定が追加されました。
この11条検査（ＢＯＤ測定）では、ＢＯＤ等の水質検査、

保守点検記録票に基づく外観検査及び書類検査から、浄化
槽の機能をより的確に判定することができます。
■11条検査（ＢＯＤ測定）は指定検査機関から委託を受け
た保守点検業者でも実施できます。
※委託を受けた保守点検業者は、浄化槽管理士の有資格
者で、検査補助員証を携帯しています。

町では、町内水環境の保全を
図るため、新たに合併処理浄化
槽を設置する住民の方へ補助金
を交付しています。
また、くみ取り便槽や単独処

理浄化槽から合併処理浄化槽へ
転換する場合の補助制度も設け
ています。

保守点検業者と契約していても
11条検査は必要です

浄化槽の保守点検は、浄化槽の点検・
調整等を行うものです。
11条検査は、通常の保守点検や清掃

が適正に実施されているかを科学的指
標をもって判定する検査です。
保守点検業者に点検を委託されてい

ても、検査とは目的が異なりますので、
11条検査の受検が必要です。

11条検査は、指定検査機関に申し込
んでください。また、維持管理の契約
をしている保守点検業者を通じて11条
検査を申し込むこともできます。（維
持管理契約と一緒に11条検査の申し込
みをすると便利です。）
11条検査の料金は、6000円（非課税）
となっています。

11条検査の申し込み方法と料金

詳しくは、ご契約の保守点検業者又は指定検査機関にご相談ください。

■合併処理浄化槽を設置する場合
区　分 補助限度額

5 人槽 352,000円

6 ～ 7 人槽 441,000円

8 ～10人槽 588,000円

11～20人槽 1,002,000円

21～30人槽 1,545,000円

31～50人槽 2,129,000円

■単独処理浄化槽等を撤去する場合
区　分 補助限度額

単独処理浄化槽 新たに設置する合併処理浄化槽が、撤去する単独処

理浄化槽本体の一部又は全部にかかっている場合

9万円

上記に該当せず完全撤去の場合 6万円

くみ取り便槽 完全撤去の場合 6万円

※ただし、更地にした上での建替え又は専用住宅以外の場合は補助対象外とする。
※補助交付申請が必要となりますので、下記へお問い合わせください。
■お問い合わせ　生活安全係　℡０２４１（６９）１１３３

■法定検査の申し込み先
（指定検査機関）
（社）福島県浄化槽協会
　浄化槽検査委員会
●会津支所
　会津若松市千石町6-61
　℡０２４２（２２）６８６７
●本部
　福島市野田町１丁目16-35
　℡０２４（５２１）１７７８ 福島県浄化槽協会の

マスコットキャラクター



：交通事故等の多発場所
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大内

小沼崎

至 会津美里町
至 会津若松市

至 天栄村

至 西郷村

至 

南
会
津
町

湯野上

弥五島

水門

中妻

●町役場

楢原

会津鉄道倉村
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南倉沢
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こ
ん
に
ち
は
！

駐
在
所
で
す

事
故
の
な
い
町
に

平
成
二
十
一
年
中
の
町
内
に
お

け
る
交
通
事
故
等
の
多
発
場
所
は

次
の
と
お
り
で
す
。
交
通
事
故
は

町
内
全
域
で
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
箇
所
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

町
内
で
は
特
に
、
急
カ
ー
ブ
に

お
け
る
対
向
車
線
へ
の
は
み
出
し

に
よ
る
接
触
事
故
、
駐
車
場
等
か

ら
道
路
に
出
る
際
や
交
差
点
に
お

け
る
出
会
い
頭
の
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
を
運
転
す
る
際
は
「
自

分
は
絶
対
に
事
故
に
遭
わ
な
い
」

と
い
っ
た
自
信
は
禁
物
で
す
。
交

通
事
故
に
よ
り
命
を
落
と
す
方
も

絶
え
ま
せ
ん
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
た
安
全
運

転
で
「
事
故
の
な
い
安
全
な
下
郷

町
」
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

1

3

5

7

9

2

4

6

8

10

小沼崎地内

湯野上地内

弥五島地内（水門入口）

国道121号と289号の交差点

豊成ロックシェッド

湯野上スノーシェッド

物産館前付近

橋坂地区

楢原地内

落合地区の踏切

11

12
甲子道路

大内宿駐車場付近

#$

見通しの悪い
急カーブ。
対向車との事
故が発生して
います。スピ
ードは控えめ
に！

スノーシェッ
ド手前の大き
なカーブ。カ
ーブ手前で十
分に減速した
上で走行を！

カーブと傾斜
により見通し
が悪い。スピ
ードは控え目
に！

車両の出入り
が多く、接触
事故が多発。
駐車場への出
入りの際は確
実な安全確認
を！

カーブを曲り
きれずに接触
事故が多発。
スリップしや
すい冬場は特
に注意を！

スピードが出
やすい直線。
駐車場等から
出る場合には、
十分な安全確
認を！

交差点での接
触事故が多発。
信号に従った
安全運転を！

直線からの急
カーブ。スピ
ードを控えた
安全運転を！

カーブの連な
るロックシェ
ッド。特に冬
期間はスリッ
プ事故が多発
する危険箇所。

踏切事故は発
生していませ
んが、確実に
一旦停止し、
安全確認の上、
通行していた
だきたい場所。

　特に渋滞時に追突事故や接触事故が
多発。前方や後方の十分な安全確認
を！

湯野上駐在所
小山正人さん

楢原駐在所
佐藤昌史さん

安
全
運
転
に
ご
協
力
を
！

　カーブが連なり傾斜が
きつい。十分に減速した
上で走行を！



各
表
彰
受
章
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

■
消
防
庁
長
官
表
彰
▼
永
年
勤
続

功
労
章
＝
小
山
髙
行
（
枝
松
）、

横
山
利
秋
（
大
沢
）、
星
寿
（
枝

松
）

■
県
消
防
協
会
南
会
津
支
部
長
表

彰
▼
優
良
章
＝
湯
田
英
幸（
塩
生
）、

室
井
正
宣
（
檜
原
）、
室
井
聡

（
同
）、
星
学
（
落
合
）、
星
和
良

（
南
倉
沢
）、室
井
良
平
（
大
松
川
）、

室
井
福
一
（
同
）、
星
学
（
張
平
）、

星
博
和
（
板
萩
）、
星
正
（
楢
原
）、

大
竹
喜
由
（
三
ツ
井
）、
玉
川
栄

美
（
弥
五
島
）、
芳
賀
一
則
（
沼

尾
）、
小
山
忠
義
（
白
岩
）、
渡
部

幸
夫
（
芦
の
原
）
▼
勤
続
章
＝
湯

田
英
幸
（
塩
生
）、室
井
正
宣
（
檜

原
）、
室
井
聡
（
同
）、
星
学
（
落

合
）、
星
和
良
（
南
倉
沢
）、
室
井

良
平
（
大
松
川
）、
室
井
福
一

（
同
）、
星
学
（
張
平
）、
星
博
和

（
板
萩
）、
星
正
（
楢
原
）、
大
竹

喜
由
（
三
ツ
井
）、
玉
川
栄
美

（
弥
五
島
）、芳
賀
一
則
（
沼
尾
）、

小
山
忠
義
（
白
岩
）、
渡
部
幸
夫

（
芦
の
原
）

■
南
会
津
地
方
纏
会
長
表
彰
▼
優

良
章
＝
山
田
恵
（
檜
原
）

■
町
消
防
団
長
表
彰
▼
部
長
歴
任

退
職
者
感
謝
状
＝
星
俊
政（
音
金
）、

室
井
弘
美
（
張
平
）、
玉
川
哲
也

（
中
妻
）、
佐
藤
勇
一
（
水
門
）、

渡
部
一
（
成
岡
）、
猪
股
謙
喜

（
倉
水
）、
渡
部
高
男
（
板
萩
）、

星
裕
明
（
湯
野
上
）、
星
信
（
同
）

▼
更
な
る
発
展
を

開
所
一
周
年
を
迎
え
た
四
月
二

十
七
日
、
道
の
駅
し
も
ご
う
で
は

記
念
式
典
が
開
か
れ
、
関
係
者
ら

が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
湯
田
雄
二
町
長
が

「
皆
様
の
支
援
に
よ
り
、
開
所
か

ら
一
年
間
で
約
六
十
万
人
の
方
に

利
用
い
た
だ
い
た
。
今
後
も
利
用

者
の
視
点
に
立
ち
、
駅
職
員
一
丸

と
な
っ
て
更
な
る
発
展
を
目
指
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
青
戸
良

夫
南
会
津
建
設
事
務
所
長
ら
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
で
最
も
標
高
の
高

い
道
の
駅
し
も
ご
う
（
八
六
一
・

四
一
㍍
）
に
、
一
周
年
を
記
念
し

て
県
測
量
設
計
業
協
会
が
寄
贈
し

た
標
高
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
道
の
駅
か
ら
望
め
る
山
々
の

名
前
な
ど
記
し
た
案
内
板
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

標
高
碑
は
同
協
会
南
会
津
支
部

の
会
員
が
綿
密
に
測
量
し
た
も
の

で
、
案
内
板
は
湯
田
町
長
が
ス
ケ

ッ
チ
し
、
元
国
土
交
通
省
郡
山
国

道
事
務
所
長
の
杉
崎
光
義
さ
ん
が

色
づ
け
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

%&

下
郷
町
消
防
団

春
季
検
閲
式

　

町
消
防
団
の
春
季
検
閲
式
は
四

月
二
十
九
日
、
大
川
ふ
る
さ
と
公

園
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
団
員
や
婦
人
消
防
隊
員

ら
約
三
百
三
十
名
が
参
加
。
団
員

は
検
閲
官
の
湯
田
雄
二
町
長
に
よ

る
閲
団
、
通
常
点
検
の
後
、
規
律

訓
練
や
分
列
行
進
を
実
施
し
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
で
は
団
員
の
永
年
の

功
績
を
称
え
る
各
種
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

1年間で約60万人が利用

道の駅
しもごう１周年

開所

築山に設置された標高碑の除幕眺望を描いた案内板セグウェイを楽しむ来場者

▼
一
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

一
周
年
を
記
念
し
て
、
道
の
駅

し
も
ご
う
で
は
感
謝
特
売
セ
ー
ル

や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

五
月
の
連
休
中
に
は
、
セ
グ

ウ
ェ
イ
（
立
ち
乗
り
電
動
二
輪
車
）

の
試
乗
や
赤
べ
こ
の
絵
付
け
教
室

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
南
倉
沢
農
産

物
加
工
部
会
の
皆
さ
ん
が
し
ん
ご

ろ
う
を
販
売
。
連
日
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

しんごろうを販売した南倉沢農産物加工部会の皆さん

楢原小学校

旭田小学校

江川小学校

旭
田
、
江
川
、
楢
原
小
学
校

の
運
動
会
は
、
五
月
二
十
二
日

に
各
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。各

校
と
も
に
趣
向
を
凝
ら
し

た
数
々
の
種
目
が
行
わ
れ
、
児

童
は
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶

好
の
運
動
会
日
よ
り
。
会
場
に

は
多
数
の
保
護
者
ら
が
訪
れ
、

児
童
に
大
き
な
声
援
を
送
り
ま

し
た
。

紅
組
、
白
組
と
も
に
優
勝
を

目
指
し
て
一
致
団
結
。
校
庭
に

は
親
子
の
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

小学校運動会
個々の力を
合わせて団結。
紅白ともに
優勝を目指す。



善意ありがとう
室
井
文
輔
町
教
育
長
に
教
材
を

手
渡
す
星
組
合
長（
右
）

%&'!(!
4 月
19日 下郷作業所ホイップ開所式／会津赤べこ会

来町
20日 ＪＦ（日本フードサービス協会）産地見学交

流会
21日 群馬県町村会来庁
22日 会津若松・磐梯地区国際観光振興協議会事

務局来庁／大内渋滞対策協議会
23日 下郷町赤十字奉仕団総会／クラインガルテ

ン開所式／保健・保健補導員合同会議／平
成22年度国道118号県道中野須賀川線整備
促進期成同盟会総会

26日 職員互助会理事会・評議員会
27日 老人クラブ連合会総会／道の駅標高表示板

設置式
28日 地域安全協定締結式
29日 春季検閲式
30日 納税貯蓄組合長会議／平成22年度下郷町総

合交通対策協議会理事会・総会／駐在員会
議

5 月
7 日 南会津地方町村会監査／南会津地方町村会

総会／南会津地方土地開発公社理事会／会
津高原ふるさと推進協議会総会／南会津地
方林業協会総会／南会津地方広域市町村圏
組合管理者会

10日 （社）福島県林業公社決算監査／（社）福島県
林業協会第 1回役員会

12日 全国伝統的建造物群保存地区協議会総会・
研修会　～14日

国
道
二
八
九
号
甲
子
道
路
の
開

通
に
よ
り
新
た
に
結
ば
れ
た
本
町

と
白
河
市
、
西
郷
村
は
、
四
月
二

十
八
日
、
広
域
的
な
犯
罪
等
の
抑

止
を
目
的
と
し
た
地
域
安
全
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

甲
子
道
路
を
通
じ
た
交
流
が
拡

大
す
る
一
方
、
市
町
村
の
枠
を
越

え
た
犯
罪
の
広
域
化
な
ど
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
住
民
の
安
全

で
安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
に
、

昨
年
四
月
か
ら
三
市
町
村
の
関
係

者
ら
が
協
議
を
進
め
、
こ
の
度
の

締
結
に
至
り
ま
し
た
。

白
河
市
役
所
で
行
わ
れ
た
締
結

式
で
は
、
畠
信
七
白
河
警
察
署
長

と
阿
部
栄
南
会
津
警
察
署
長
が
立

ち
会
い
、
鈴
木
和
夫
白
河
市
長
、

湯
田
雄
二
町
長
、
佐
藤
正
博
西
郷

村
長
が
協
定
書
に
調
印
し
握
手
を

交
わ
し
ま
し
た
。

締
結
に
よ
り
三
市
町
村
は
、
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る

防
犯
活
動
に
関
す
る
相
互
乗
り
入

れ
や
、
犯
罪
・
事
故
に
関
す
る
情

報
の
共
有
な
ど
を
行
い
、
広
域
的

な
犯
罪
抑
止
活
動
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

▼
合
同
開
講
式

　

公
民
館
の
学
級
・
講
座
合
同
開

講
式
は
、
五
月
九
日
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
受
講
生
ら

約
百
六
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
生
涯
学
習
の
学
位
授

与
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
ま
で
に
百

二
十
一
単
位
を
修
得
し
た
渡
部
リ

キ
ヨ
さ
ん（
姫
川
）に
修
士
学
位
、

九
十
単
位
を
修
得
し
た
玉
川
貞
子

さ
ん
（
中
妻
）
に
学
士
学
位
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

湯
田
純
朗
町
公
民
館
長
が
「
皆

さ
ん
と
協
力
し
て
、
生
涯
学
習
の

更
な
る
進
展
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
続
い

て
、
星
勝
雄
さ
ん
（
小
野
）
が
素

晴
ら
し
い
尺
八
の
演
奏
を
披
露
し

ま
し
た
。

▼
生
涯
学
習
講
演
会

　

開
講
式
後
、
福
島
大
学
人
間
発

達
文
化
学
類
教
授
の
白
石
豊
氏
を

講
師
に
招
い
た
生
涯
学
習
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

白
石
教
授
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル
に
輝

い
た
田
畑
真
紀
選
手
（
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
）
な
ど
多
く
の
ト
ッ
プ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
メ
ン
タ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
指
導
を
行
う
な
ど
、

多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
心
と
体
の
健
康
を
求
め
て
」

と
題
し
た
講
演
で
は
、
自
身
の
体

験
や
ヨ
ガ
と
の
出
会
い
を
紹
介
し
、

ヨ
ガ
の
応
用
に
よ
る
心
身
の
調
律

に
つ
い
て
解
説
。
ま
た
、「
積
極

的
か
つ
現
実
的
な
思
考
力
」や「
高

い
集
中
力
」
の
持
ち
方
な
ど
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。　

'(

□
五
月
六
日

会
津
み
な
み
農
業
協
同
組
合
の

星
安
博
代
表
理
事
組
合
長
が
来
庁

し
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
い
た
い
と
町
教
育
委
員
会
に
教

材
本
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く

ら
し
」
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
高
学
年
を
対
象
と
し
た

教
材
は
各
小
学
校
に
配
布
さ
れ
、

総
合
学
習
の
授
業
な
ど
で
活
用
さ

れ
ま
す
。

協定書への調印後に握手を交わす
（左から）佐藤村長、畠署長、鈴木市長、阿部署長、湯田町長

広がる地域安全の輪
町・白河市・西郷村で安全協定

講演する白石教授

会場の様子

湯田公民館長から学位を授与される玉川さん（中央）と渡部さん

公民館学級・講座合同開講式
生涯学習講演会

中
山
の
「
八
幡
の
欅
」
が
、
五

月
二
十
一
日
、
町
内
初
の
福
島
県

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

樹
齢
千
年
と
い
わ
れ
る
八
幡
の

欅
に
は
、
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五

年
）、
八
幡
太
郎
義
家
が
安
部
氏

討
伐
の
折
、
中
倉
村
（
現
中
山
地

区
）
の
二
宮
太
郎
兵
衛
宅
で
休
憩

し
た
際
に
植
え
ら
れ
た
と
の
伝
承

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
屈
指
の
美
し
い
樹
形
を
持

つ
欅
の
樹
高
は
三
十
四
・
五
㍍
、

根
元
周
囲
は
十
二
・
一
㍍
に
達
し
、

樹
勢
も
良
く
、
全
国
的
に
も
第
一

級
の
巨
木
で
す
。

指
定
を
受
け
所
有
者
の
二
宮
仁

さ
ん
（
中
山
）
は
、「
欅
は
先
祖

代
々
守
っ
て
き
た
宝
。
今
後
も
後

世
に
残
し
て
い
く
努
力
を
続
け
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中

山
地
区
は
落
雷
が
少
な
い
地
域
だ

そ
う
で
、
欅
に
も
被
害
の
跡
が
見

ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。
地
形
的
に

恵
ま
れ
た
こ
と
も
巨
木
の
成
長
を

助
け
た
の
で
は
な
い
か
と
二
宮
さ

ん
は
言
い
ま
す
。

県
指
定
天
然
記
念
物
に

八
幡
の

欅け
や
き
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町の話題

福
島
の
魅
力
に
触
れ
る

韓
国
の
高
校
生
が
来
町

韓
国
慶
福
女
子
高
等
学
校
（
ソ

ウ
ル
市
）
の
二
年
生
約
九
十
名
が

教
育
旅
行
の
た
め
来
県
し
、
五
月

十
一
日
に
大
内
宿
を
訪
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
佐
藤
雄
平
県
知
事
ら
が

韓
国
で
行
っ
た
「
福
島
空
港
を
利

用
し
た
教
育
旅
行
誘
致
活
動
」
に

よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

一
行
は
五
月
十
日
か

ら
十
四
日
ま
で
の
日
程

で
県
内
の
観
光
地
な
ど

を
巡
り
、
本
県
の
魅
力

を
堪
能
。
十
一
日
は
、

湯
田
雄
二
町
長
や
町
職

員
の
案
内
の
下
、
大
内

宿
を
散
策
し
、
町
並
み

展
示
館
を
見
学
し
ま
し

た
。大

内
宿
を
訪
れ
た
学

生
は
、
風
景
を
写
真
に

お
さ
め
な
が
ら
、
江
戸

の
香
り
漂
う
宿
場
を
ゆ

っ
く
り
と
見
学
し
、
日

本
の
伝
統
的
な
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

大内宿を見学する韓国の学生

可憐な花に誘われて
桑取火かたくり祭り

桜の宴
戸赤の山桜祭り

６年ぶりの演出
湯野上温泉駅でライトアップ

会津地区大会で優勝
パワフルレディース

か
た
く
り
祭
り
は
、
五
月
三

日
と
四
日
に
、
三
ツ
井
地
区
の

桑
取
火
集
落
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。祭

り
で
は
、
地
区
住
民
に
よ

り
農
産
物
や
餅
な
ど
が
販
売
さ

れ
た
ほ
か
、
初
日
に
は
森
林
観

察
会
が
開
か
れ
、
県
も
り
の
案

内
人
の
ガ
イ
ド
の
下
、
参
加
者

は
集
落
周
辺
の
自
然
に
親
し
み

ま
し
た
。

来
場
者
は
、
か
た
く
り
の
可

憐
な
花
に
誘
わ
れ
て
、
群
生
地

を
結
ぶ
遊
歩
道
を
ゆ
っ
く
り
と

散
策
し
て
い
ま
し
た
。　

五
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、

戸
赤
地
区
で
山
桜
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

天
候
不
順
に
よ
る
開
花
の
遅

れ
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
連

休
中
の
陽
気
に
よ
り
、
四
日
頃

に
一
斉
に
花
を
咲
か
せ
、
祭
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
地
域
の

方
に
よ
れ
ば
、
色
づ
き
も
例
年

以
上
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

会
場
で
は
、
地
区
住
民
が
そ

ば
や
地
場
産
品
な
ど
を
販
売
。

多
く
の
観
光
客
が
立
ち
寄
り
、

農
産
物
な
ど
を
買
い
求
め
て
い

ま
し
た
。

湯
野
上
温
泉
観
光
協
会
主
催
、

会
津
鉄
道
、
下
郷
町
観
光
協
会

共
催
に
よ
る
湯
野
上
温
泉
駅
の

桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
四
月
二

十
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
六

年
ぶ
り
。四
月
二
十
五
日
に
は
、

地
区
住
民
ら
が
観
桜
会
を
開
催

し
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

連
日
、
照
ら
し
出
さ
れ
た
夜

桜
に
誘
わ
れ
た
観
光
客
が
駅
舎

を
訪
れ
、
幻
想
的
な
世
界
を
楽

し
み
ま
し
た
。

会
津
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が

主
催
し
た
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
は
、
五

月
九
日
、
会
津
若
松
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
町
選
手
を
中
心
と
し
た
パ

ワ
フ
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
（
渡
部
勝

恵
監
督
・
芦
の
原
）
な
ど
が
参

加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
パ
ワ
フ
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
は

他
チ
ー
ム
を
下
し
見
事
優
勝
。

渡
部
監
督
は
「
メ
ン
バ
ー
は
少

な
い
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
試
合
に
臨
ん
だ
結
果
」
と
優

勝
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

遊歩道を散策する来場者

山肌を彩る桜

幻想的に照らし出された桜の花

 優勝したパワフルレディースの皆さん

清
ら
か
な
自
然
の
恵
み長寿

の
水
ま
つ
り

　

坩つ
ぼ
立
て
祭
は
、
五
月
五
日
、
成

岡
の
大
善
院
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
子
ど
も
の
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
会
場
に
は
町
内
外
か

ら
、子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
大
勢
の
家
族
連
れ
が
足
を
運

び
ま
し
た
。

坩
立
て
は
、
疳か

ん
の
虫
を
取
り
除

く
と
い
う
伝
統
の
秘
法
。
修
験
装

束
の
大
善
院
の
住
職
が
、
訪
れ
た

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
手
の
ひ
ら

に
、
癇か

ん
ま
じ
な
い
の
呪
文
を
書
き
、

心
身
の
健
康
と
豊
か
な
成
長
を
祈

祷
し
ま
し
た
。

五
月
二
日
か
ら
三
日
、
倉
水
地

区
で
長
寿
の
水
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
地
区
住
民
が
農
産
物

や
し
ん
ご
ろ
う
な
ど
を
販
売
。
こ

ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
清
ら
か
な
長

寿
の
水
は
、
来
場
者
の
喉
を
潤
し

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
長
寿
の
水
を
利
用
し
た

流
し
そ
う
め
ん
が
振
る
舞
わ
れ
、

来
場
者
に
は
大
好
評
。
好
天
に
恵

ま
れ
気
温
が
上
昇
す
る
中
、
ひ
と

時
の
清
涼
を
求
め
る
人
足
は
絶
え

ず
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。　

流しそうめんを味わう来場者

健
や
か
な
成
長
を
願
う

つ
ぼ
た
て
祭

祈祷を受ける子どもたち
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7 月生まれの“すこやかちゃん”
はだれかな？掲載希望者は15日までに
行政推進係へ連絡をTEL6 9－1 1 2 2

「お外大好き!!
いつも元気いっぱいです！」

渡部眞
しん

平
ぺい

くん 
（芳博さん、塩生） 

「踊るの大好き～♪」

黒森咲
さ

衣
え

ちゃん
（正敬さん、芦の原）

「強い男になるぞ！」

玉川　遼
りょう

くん 
（紀市さん、弥五島）  

「ごはんまだでしゅか?」

渡部杏
あん

奈
な

ちゃん 
（健さん、芦の原） 
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私の従妹（いとこ） 
私の母方の従妹の 1人は、茨城県に住んでいます。シ

ンガポール出身の彼女は、私と同じ英語指導助手として
働いています。私たちは、シンガポールへの家族旅行の
際に、一度だけ会っています。当時、私は15歳、彼女は
12歳でした。私たちは、Ｅメールで連絡を取り合ってい
ましたが、再会することはありませんでした。しかしな
がら、近年、福島県と茨城県で仕事をすることになり、
再会するチャンスを得ました。
従妹は、友人たちと福島旅行を計画し、ゴールデンウ

ィーク中に下郷町を訪れました。彼女たちは湯野上温泉
に宿泊し、私がガイドとなり、大内宿や塔のへつりを巡
りました。大内宿では１時間以上もの渋滞があったもの
の、素晴らしい時間を過ごすことができました。私たち
は夕食をとりながら、長い時間、談笑し10年以上の空白
の時間を埋めました。 私は、日本にもう 1年滞在しま
すが、彼女はこの夏に帰国します。今回、再会できたこ
とは、本当に嬉しく思いました。 

Matthew Baker（マシュー　ベイカー）

「いつもニコニコです!!」

佐々木優
ゆ

空
ら

ちゃん 
（和則さん、弥五島）  
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6月
地域子育て支援センター
（しもごう保育所内）

TEL69-1137  FAX69-1136

地域子育て支援センターは、
皆さんの子育てを応援します。

☆育児相談会（月 1回、第 2火曜日）
発育のこと、離乳のこと、健康にかかること

で不安なことはありませんか。保健師やセンタ
ー職員が相談に応じます。身長体重測定します。
母子手帳を持参してください。
日時　 6月 8日（火）　13：30～15：00
場所　地域子育て支援センター
☆しつけやその他の育児不安についての相談は
保育士やセンター職員が対応します。

日時　毎週月～金曜日　９：00～16：00
場所　地域子育て支援センター
※電話、来所で受け付けています。お気軽にご
利用ください。

「親子クッキング」　親子でおいしいおやつを
作ってみませんか？一緒におやつ作りをするこ
とで、食べることについて考えてみましょう。
日　時　 6月30日（水）　10：00～12：00
場　所　ふれあいセンター　和室
持ち物　エプロン、三角巾　
☆講師は町栄養士。参加希望の方は 6月25日
（金）までに支援センターに申し込みください。

弥五島地区のよい子のみなさん。お友だち
やおうちの方と一緒に楽しく遊びましょう。
日時　 6月15日（火）　10：00～11：30
場所　弥五島公民館
スタッフ　主任児童委員、保健師、センター

職員
☆子育て、孫育て中のお母さんやおばあちゃ
ん。弥五島地区以外の方も是非、お子さん
と一緒に参加してください。

何色が好きかな？
クレヨンでお絵かきを楽しみましょう。

日時　 6月23日（水）　10：00～11：30
場所　下郷町公民館

育　児　相　談

うさちゃんクラブ

出　前　保　育

つくしんぼう学級

～ 5月の子育て講習会（つくしんぼう学級合同）～
　講師の山田英男先生と一緒に絵本を見て、その良
さを感じながら楽しい時間を過ごしました。

～育児相談会

（ 5月11日）～

　看護学生３名が実習で

参加しました。“かわい

いですね”と笑顔がステ

キでした。

～子育て講演会（ 5月21日、湯野上保育所）～
　保育参観後、講師の渡部悦子氏から、昔話や実体
験をふまえた子育ての話を聞きました。
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町役場は土日閉庁
　町老人福祉センターは年末
年始の休所日を除き運営して
います。
☎69-1122
 ………………………役　場
☎69-5111
 …………………江川出張所
☎69-1166・1168
 ………………町教育委員会
☎67-2211・2629
 ……………………町公民館
☎67-2905
コミュニティーセンター

☎69-1112
……下郷ふれあいセンター
☎67-3251
……………グリーンプラザ
　　（田沼文藏記念館）

☎69-1135
 ……………しもごう保育所
☎68-2315
 ………………湯野上保育所
☎67-4433
 ……………………町物産館
☎67-2416
……町観光公社・養鱒公園

〈主な行事予定〉
3日　国宝探訪（日光東照宮） 
5 日　下郷・西郷体育協会スポーツ交流（コミセン）
24日　町民野球大会（ふるさと球場）

～7月30日
27日　スポ少南会津支部バレーボール大会（コミセン）
30日　青少年主張大会・作品表彰式（ふれセン）

Jun. 2010

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

6 月

心配ごと相談
６/17（木） 午前10時～午後3時

…町公民館
町社会福祉協議会
ＴＥＬ６９－5 1 1 1

グリーンプラザ田沼文藏記念館
TEL（FAX）0 2 4 1 − 6 7 − 3 2 5 1
□開館時間　9： 0 0 ～ 1 7： 0 0
□休　館　日　毎週月曜日・年末年始

1Ｑ84　ＢｏｏＫ　3 村上春樹／著（新潮社）
志賀越えみち 伊集院　静／著（光文社）
あすなろ三三七拍子 　重松　清／著（毎日新聞社）
竜の涙 柴田よしき／著（祥伝社）
乳のごとき故郷 藤沢周平／著（文藝春秋）
いいんだか悪いんだか 林　真理子／著（文藝春秋）
隣り合わせの殺意 西村京太郎／著（徳間書店）
不等辺三角形 内田康夫／著（講談社）
江－姫たちの戦国（下） 田淵久美子／著（ＮＨＫ出版）
雨に添う鬼 秋山香乃／著（講談社）

納税には便利な口座振替を

■お問い合せ
　税務班 TEL 0241 - 6 9 - 1 1 5 5

6月の納税等
この社会
あなたの税がいきている…

町県民税……………１期
介護保険料…………２期
水道使用料…………６月

詳しくは厚生労働省ＨＰ「日本脳炎ワクチン接種に係るＱ＆Ａ」をご覧ください。
http://www.mhlw.go.jp/qa/kenkou/nouen/index.html

□お問い合わせ
　健康係　ＴＥＬ6 9 - 1 1 9 9

旭田小学校 3年生の皆さん

－旭田小学校－
下郷町大字塩生字金堀場1935-1

ＴＥＬ0241(67)2328
校　　長 芳賀　弘一
教　　頭 佐藤　和暁
職 員 数 1 3名
学 級 数 6 クラス
児 童 数 9 6名

1 年　　1 2名
2 年　　1 4名
3 年　　1 9名
4 年　　1 4名
5 年　　2 1名
6 年　　1 6名

●教育目標
　創造性と実践力に富んだ心豊か
でたくましい子どもの育成
　進んで勉強する子ども
　心やさしい子ども
　体をきたえる子ども

　男子 7名・女子12名、計19名のい

つも明るく楽しい旭田っ子の 3年生

です。

　休み時間になると、教室はあっと

いう間に空っぽ。男子は高学年のお

兄さんとサッカーをして校庭を走り

回り、女子はアスレチックや校庭の

遊具を使って、毎日元気に遊んでい

ます。

　授業中はいつも真剣。「何でそう

なるんですか？」と、わからないこ

とはどんどん質問し、課題解決に取

り組んでいます。また、毎日自主学

習にも取り組んでいる頑張り屋さん

たちです。

　先日の運動会では、 3年生として

1、2年生の良いお手本になったり、

世話をしたりする姿が見られ、とて

も頼もしく感じました。

　元気で、思いやりのある子どもた

ち。これからの成長がとても楽しみ

です。

湯田　薫
かおる

先生
（下郷町出身）

次号（ 7月号）は
江川小学校の予定です。

日本脳炎ワクチン接種
積極的な勧奨が再開されました。
ウイルスを持つ蚊が人を刺すこ

とによって感染します。
数日間の高熱、頭痛、嘔吐など

で発病し、引き続き急激に、光へ
の過敏性、意識障害、けいれん等
の中枢神経系障害（脳の障害）を
生じます。
大多数の方は無症状に終わりま

すが、発症した場合には 2～ 4割
の方が死に至ると言われています。

日本脳炎とは
新ワクチンの開発や安全性の確認を
経て、平成22年 4 月からワクチン接種
の積極的な勧奨が再開されました。

勧奨の再開

ワクチン接種後に重症急性散在
性脳脊髄炎を発症した事例があっ
たことから、平成17年からワクチ
ン接種の積極的な勧奨を差し控え
ていました。

これまでは

平成22年度においては 3歳のお子さん
※現段階では、それ以外の年齢の方は
勧奨されていません。

対象者

ワクチン接種を希望される方は、通
常の個別予防接種同様に、医療機関に
予約してください。（予診票はすでに
配布しています）

接種の方法

平成22年度は3歳のお子さん
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年
金
の
カ
ラ
期
間
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年

間
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど

の
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
保
険

料
を
納
め
た
方
に
は
、
65
歳
か
ら

月
額
約
6
万
6
千
円
の
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、「
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
の
に
加
入
期
間
が
数
年
足

り
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
深
刻
な

話
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
こ
で
大
切

な
の
が
「
カ
ラ
期
間
」
を
生
か
す

こ
と
で
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
公
的
年
金
制
度
の
保
険
料

を
納
め
た
期
間
（
国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
を
含
む
）

が
25
年
以
上
必
要
で
す
。
こ
の
25

年
に
は
カ
ラ
期
間
も
含
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
カ
ラ
期
間
と
は

　

カ
ラ
期
間
は
、
25
年
の
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
な
い
「
実
」
の
な

い
期
間
の
た
め
、
通
称
「
カ
ラ
期

間
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

こ
の
カ
ラ
期
間
の
主
な
も
の
は
、

原
則
、
昭
和
36
年
4
月
以
後
の
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
期
間
で
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た
の
に

任
意
加
入
し
な
か
っ
た
次
の
人
の

期
間
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
①

昭
和
61
年
3
月
ま
で
の
厚
生
年
金

な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
、

②
平
成
3
年
3
月
ま
で
の
学
生
、

③
海
外
在
住
の
日
本
人
。
ま
た
、

昭
和
61
年
3
月
ま
で
に
厚
生
年
金

な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け
た
期

間
も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
本
人
の
申
出
が
必
要
で
す

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間

は
、
年
金
の
未
加
入
期
間
と
な
っ

て
い
て
、
日
本
年
金
機
構
に
は
そ

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

原
則
と
し
て
、
ご
本
人
の
申
出
に

基
づ
い
て
カ
ラ
期
間
の
有
無
が
調

査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
25
年
の
老
齢
基
礎

年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い

方
で
、
カ
ラ
期
間
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
ま
た

は
市
区
町
村
役
場
の
担
当
窓
口
に

そ
の
旨
を
申
し
出
て
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
会
津
若
松
年
金
事
務
所

　

☎
0
2
4
2
（
27
）
5
3
2
1

・
戸
籍
保
険
係

　

☎
0
2
4
1
（
69
）
1
1
3
3

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
を
行
っ
て
い
た
だ
く
時
期

と
な
り
ま
し
た
。

6
月
初
め
に
福
島
労
働
局
か
ら

送
付
さ
れ
る
申
告
書
と
記
入
要
領

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
最
寄
り

の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監

督
署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

6
月
1
日
か
ら
7
月
12
日

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
0
2
4（
5
3
6
）4
6
0
7

会
社・法
人
登
記
事
務

取
扱
庁
の
お
知
ら
せ

福
島
県
内
に
お
け
る
会
社
や
法

人
の
登
記
事
務
に
つ
い
て
は
、
平

成
22
年
２
月
１
日
か
ら
福
島
地
方

法
務
局
法
人
登
記
部
門
の
み
で
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
決
算
期
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
登
記
申
請
が
増
加
す
る

こ
と
か
ら
、
登
記
申
請
の
際
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
社
や
法
人
の
登
記
に

6月
行　　　事 日　　　　　　　時 場　　　所 対　　象　　者　　等

子宮がん検診・
骨粗鬆症検診

10日（木） 受付　13：00～14：00 老人福祉センター 江川地区

11日（金）
受付　 9：00～10：00

ふれあいセンター
楢原地区

受付　13：00～14：00 旭田地区

４か月児健康診査 16日（水） 受付　12：15～12：45 南会津町保健センター
（御蔵入交流館）

平成22年 2 月生まれ

心の健康相談 16日（水） 受付　13：00～15：00 南会津保健福祉事務所
南会津保健福祉事務所へ電話
（63－0305）予約してください。

乳

幼

児

健
康
相
談

11～12か
月児

23日（水）
受付　12：30～13：00

ふれあいセンター

平成21年 6 ～ 7 月生まれ

6 ～ 7か
月児

受付　13：00～13：30 平成21年11～12月生まれ

■お問い合わせ　健康福祉班健康係　☎0241－69－1199

保健行事のおしらせ

Information

４月の
 気象で～た

最高気温 　20.0℃（13日）
最低気温  －5.0℃（ 4日）
平均気温 　 6.8℃
降水量月計  105.0mm
【役場、午前9時観測】

（ 4月届出分）
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今
回
訪
れ
た
倉
村
地
区
の
水
田

の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
苗
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植
え
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湯
田
栄
喜
さ
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撮
影
す
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た
め
に
数
回
往
復
し
た
あ
ぜ
道

入
国
警
備
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

▼
受
験
資
格

昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ

▼
受
付
期
間

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

7
月
20
日
か
ら
７
月
27
日

②
郵
送
ま
た
は
持
参

　

7
月
20
日
か
ら
8
月
3
日

▼
第
一
次
試
験
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月
26
日
（
日
）
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合
格
発
表
は
10
月
13
日
）
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台
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係
る
登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証

明
書
の
交
付
事
務
（
動
産
・
債
権

譲
渡
登
記
に
係
る
概
要
記
録
事
項

証
明
書
の
交
付
事
務
を
含
む
）
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
最
寄
り
の

法
務
局
（
支
局
・
出
張
所
）
で
も

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
動
産
登
記
事
務
に
つ

い
て
も
、
取
り
扱
い
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
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陽
気
も
重

な
り
、
全
身
汗
だ
く
に
。
息
も
あ

が
り
、
日
頃
の
運
動
不
足
を
痛
感

し
ま
し
た
。 

　
（
佐
藤
充
志
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】
先
月
号
▼
8

ペ
ー
ジ
の
星
恒
行
さ
ん
（
倉
村
）

は
（
楢
原
）
の
誤
り
で
し
た
。
▼

9
ペ
ー
ジ
の
湯
田
嘉
朗
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
寄
付
は
二
十
万
円
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。
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こ
の
用
紙
は
、再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。!)

「
大
原
＝
芳
賀
球
菌
」の
命
名
由
来

一
、
野
兎
に
よ
る
病
気
の
研
究
を

遡
れ
ば
、
華
岡
青
洲
の
高
弟
で

あ
っ
た
と
い
う
水
戸
藩
侍
医
本

間
棗そ

う

軒け
ん

（
一
八
〇
四
│
一
八
七

二
年
）
が
、「
兎
は
私
ど
も
は

勿
論
王
侯
貴
族
も
食
し
て
い
た

が
、
何
故
か
文
政
改
元
の
こ
ろ

よ
り
毒
に
あ
た
っ
て
病
む
者
が

多
い
」と
記
し（
一
八
三
七
年
）、

「
食
兎
中
毒
」
と
し
て
詳
し
く

述
べ
て
い
ま
す
。〔
山
中
博
士

の
「
野
兎
病
の
昔
と
今
」（
一

九
八
二
年
）国
会
図
書
館
所
蔵
〕

二
、
遂
に
発
見
で
き
た
「
大
原
博

士
の
原
本
」
に
よ
り
ま
す
と
、

大
原
は
、
大
正
十
三
年
一
月
に

大
原
病
院
を
訪
れ
た
母
子
三
人

の
病
状
は
、
今
ま
で
聞
い
た
こ

と
も
な
い
不
思
議
な
病
気
だ
と

思
っ
て
研
究
を
始
め
た
が
、
あ

ま
り
に
も
厄
介
な
の
で
一
時
放

置
し
て
い
た
こ
と
。
秋
期
に
至

っ
て
再
び
同
じ
よ
う
な
患
者
に

接
し
た
た
め
、
そ
の
解
明
に
改

め
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

三
、
さ
ら
に
大
原
は
、
大
正
十
四

年
一
月
県
衛
生
課
石
川
技
師
の

協
力
を
得
て
、
リ
キ
夫
人
の
健

気
な
献
身
に
よ
る
人
体
感
染

実
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

時
、
横
須
賀
海
軍
病
院
教
官

芳
賀
竹
四
郎
軍
医
に
細
菌
学

的
検
査
の
協
力
を
依
頼
し
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
四
十

年
に
帝
国
海
軍
軍
人
を
志
願

し
た
「
郷
土
の
偉
人
」
は
、

大
正
十
四
年
に
は
横
須
賀
海

軍
病
院
の
教
官
に
な
っ
て
お

り
、
大
原
の
依
頼
を
受
け
て

野
兎
病
の
研
究
に
係
わ
っ
た

最
初
で
あ
り
ま
し
た
。
米
軍

基
地
司
令
部
内
に
、「
横
須

賀
海
軍
病
院
」
の
標
柱
が
現

存
し
て
い
ま
す
。

四
、
こ
う
し
た
研
究
を
精
力
的

に
進
め
る
中
で
、
大
原
八
郎

は
「
米
誌
」
に
発
表
さ
れ
た

「
ツ
ラ
レ
ミ
ア
」
に
接
し
ま

本
之
醫
界
（
第
十
五
巻
第
五
十

號
）」
に
発
表
し
ま
し
た
。
芳

賀
竹
四
郎
は
、
そ
の
こ
ろ
佐
世

保
海
軍
病
院
細
菌
部
で
病
原
体

の
実
験
的
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

五
、
大
正
十
四
年
九
月
、
二
人
は

今
ま
で
の
協
同
研
究
の
成
果

を
、
芳
賀
竹
四
郎
・
大
原
八
郎

連
名
で
、「
日
本
之
醫
界
（
第

十
五
巻
第
七
十
七
號
）」
に
発

表
し
ま
し
た
。
こ
の
生
物
学
的

検
査
の
論
文
に
お
い
て
、
本
病

の
病
原
菌
に
『
大
原
＝
芳
賀
球

菌
』
と
命
名
し
、
日
米
の
医
学

界
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
こ
の
項
は
平
成

十
七
年
、
私
が
最
初
に
接
し
た

芳
賀・大
原
連
名
の
論
文
で
す
。）

　
（
室
井　

強
）

醫
い
聖
せい
堂
どう
に合祀された

芳賀竹四郎

⑮

子どもたちの
　笑顔のために

希美さんは、小さな頃から保育士への
憧れを抱き、夢を実現させるために短期
大学に進学。この 4月から、しもごう保
育所に勤務しています。
「日々成長していく子どもたちを見る
と嬉しく思います。まだまだ勉強中の身
ですが、自分も成長していくようで充実
した毎日です」と笑顔で話します。
趣味はドライブ。休日は出かけること
が多いとか。運動も好きで、中学、高校
とソフトボール部に所属。現在は、役場
のバレーボール部で汗を流しています。
これからも地元で保育士として働きた
いという希美さん。「子どもたちの笑顔
のために、自分の職務に責任を持って当
たっていきたい」と目を輝かせながら話
してくれました。

佐藤 Sato
Nozomi 希美さん

（刈　林）
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「子
す。

どもが好き」と話す希美さんは、
町の臨時保育士として働いていま

し
た
。
そ
れ
は
、「
本
病
は
徹

頭
徹
尾
米
医
に
よ
り
研
究
さ
れ

た
唯
一
の
疾
病
で
あ
り
、
米
国

に
限
ら
れ
た
も
の
」
と
い
う
主

張
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
大
原

は
、「
今
回
、
彼
ら
と
全
く
関

係
な
く
偶
然
に
日
本
に
お
い
て

こ
の
疾
病
に
注
目
し
た
の
は
、

彼
が
米
国
に
限
る
と
思
っ
て
い

る
と
同
様
に
私
も
亦
、
日
本
に

の
み
発
見
さ
れ
た
唯
一
の
地
方

病
で
あ
る
」
と
確
信
し
、「
彼

我
の
疾
病
が
、
臨
床
上
殆
ど
同

じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
病
原

体
も
亦
同
一
で
あ
る
筈
な
の
で
、

そ
れ
は
今
後
の
研
究
に
よ
ら
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
」
と
、
大
正

十
四
年
六
月
「
野
兎
よ
り
感
染

す
る
疾
病
の
病
原
體
並
び
に
ツ

ラ
レ
ミ
ア
に
就
て
」
を
、「
日

日曜当番医（変更になる場合がありますので、ご了承ください）
月　日 医　　　院　　　名 電話番号
6月 6日 なかやクリニック （南会津町）73－2036
13日 小野木クリニック （南会津町）76－7780
20日 愛輝診療所 （南会津町）78－8688
27日 あべクリニック （南会津町）62－8733

7月 4日 みなみあいづ眼科（南会津町）63－3011
11日 きむらクリニック（南会津町）62－5576
18日 佐藤医院 （下郷町）67－2134
25日 高橋医院 （南会津町）62－0040


